
平成年月日 金曜日 (号外特第号)官 報

２

法
人
（
人
格
の
な
い
社
団
等
（
法
人
税
法
第
二
条
第
八
号
に
規
定
す
る
人
格
の
な
い
社
団
等
を
い
う
。
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
代
表
者
（
人
格
の
な
い
社
団
等
の
管
理
人
を

含
む
。）又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
又
は
財
産

に
関
し
て
前
項
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
同
項

の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

３

人
格
の
な
い
社
団
等
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
代
表
者
又
は
管
理
人
が
そ
の
訴

訟
行
為
に
つ
き
そ
の
人
格
の
な
い
社
団
等
を
代
表
す
る
ほ
か
、
法
人
を
被
告
人
又
は
被
疑
者
と
す
る
場
合
の
刑
事

訴
訟
に
関
す
る
法
律
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四

十
四
年
法
律
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
、
当
該
租
税
条
約
の
相
手
国
等
に
お
い
て
そ
の
法
令
に
基
づ
き
」
及
び
「
も
の
と
さ
れ
る
」

を
削
る
。

第
三
条
の
二
の
見
出
し
中
「
配
当
等
」
の
下
に
「
又
は
譲
渡
収
益
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項
中
「
同
じ
。）」
の
下

に
「
又
は
譲
渡
収
益
（
資
産
の
譲
渡
に
よ
り
生
ず
る
収
益
で
同
法
の
施
行
地
に
そ
の
源
泉
が
あ
る
も
の
を
い
い
、
配

当
等
に
含
ま
れ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）」
を
加
え
、「
、
当
該
相
手
国
等
に
お
い
て
そ
の
法
令
に
基
づ
き
」
及

び
「
も
の
と
さ
れ
る
」
を
削
り
、「
第
九
条
の
三
の
二
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
三
十
七
条
の
十
一
の
四
第
一
項
」を
、

「
当
該
配
当
等
」
の
下
に
「
又
は
譲
渡
収
益
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
第
九
条
の
三
の
二
第
一
項
」
の
下
に

「
、
第
三
十
七
条
の
十
一
の
四
第
一
項
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
、
当
該
租
税
条
約
の
相
手
国
等
に
お
い
て
そ

の
法
令
に
基
づ
き
」
及
び
「
も
の
と
さ
れ
る
」
を
削
り
、
同
条
第
五
項
及
び
第
七
項
中
「
、
当
該
相
手
国
等
に
お
い

て
そ
の
法
令
に
基
づ
き
」
及
び
「
も
の
と
さ
れ
る
」
を
削
り
、
同
条
第
九
項
中
「
、
当
該
租
税
条
約
の
相
手
国
等
に

お
い
て
そ
の
法
令
に
基
づ
き
」
を
削
り
、「
な
つ
て
い
る
当
該
」
の
下
に
「
租
税
条
約
の
」を
加
え
、「
も
の
と
さ
れ
る
」

を
削
り
、
同
条
第
十
二
項
中
「
こ
れ
ら
の
規
定
」
を「
第
一
項
に
規
定
す
る
配
当
等
及
び
譲
渡
収
益
並
び
に
第
三
項
、

第
五
項
、
第
七
項
及
び
第
九
項
」
に
、「
当
該
配
当
等
」
を
「
こ
れ
ら
の
配
当
等
及
び
当
該
譲
渡
収
益
」
に
改
め
、
同

条
第
十
三
項
中
「
字
句
は
、」の
下
に
「
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
、「
そ
れ
ぞ
れ
」
を
削
り
、
同
項
の
表
第
百
七
十
二
条
第

一
項
第
一
号
の
項
中
「
非
居
住
者
に
係
る
」
を
「
分
離
課
税
に
係
る
所
得
税
の
」
に
、「
税
率
）
又
は
」
を
「
所
得
税

の
税
率
）
又
は
」
に
改
め
、
同
表
第
百
七
十
二
条
第
一
項
第
三
号
の
項
中
「
配
当
等
」
の
下
に
「
又
は
譲
渡
収
益
」

を
加
え
、
同
条
第
十
五
項
第
二
号
及
び
第
四
号
中
「
申
告
不
要
第
三
国
団
体
配
当
等
に
係
る
分
離
課
税
」
を
「
配
当

等
又
は
譲
渡
収
益
に
対
す
る
源
泉
徴
収
に
係
る
所
得
税
の
税
率
の
特
例
等
」
に
改
め
、
同
条
第
十
七
項
第
一
号
及
び

第
四
号
中
「
特
定
利
子
に
係
る
分
離
課
税
」
を
「
配
当
等
又
は
譲
渡
収
益
に
対
す
る
源
泉
徴
収
に
係
る
所
得
税
の
税

率
の
特
例
等
」
に
改
め
、
同
条
第
十
九
項
第
二
号
及
び
第
五
号
中
「
特
定
収
益
分
配
に
係
る
分
離
課
税
」
を
「
配
当

等
又
は
譲
渡
収
益
に
対
す
る
源
泉
徴
収
に
係
る
所
得
税
の
税
率
の
特
例
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
一
項
第
二
号
及

び
第
五
号
中
「
申
告
不
要
特
定
配
当
等
に
係
る
分
離
課
税
」
を
「
配
当
等
又
は
譲
渡
収
益
に
対
す
る
源
泉
徴
収
に
係

る
所
得
税
の
税
率
の
特
例
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
三
項
第
二
号
及
び
第
五
号
中
「
特
定
懸
賞
金
等
に
係
る
分
離

課
税
」
を
「
配
当
等
又
は
譲
渡
収
益
に
対
す
る
源
泉
徴
収
に
係
る
所
得
税
の
税
率
の
特
例
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二

十
五
項
第
二
号
及
び
第
五
号
中
「
特
定
給
付
補
塡
金
等
に
係
る
分
離
課
税
」
を
「
配
当
等
又
は
譲
渡
収
益
に
対
す
る

源
泉
徴
収
に
係
る
所
得
税
の
税
率
の
特
例
等
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
三
第
一
項
中
「
、
当
該
相
手
国
等
に
お
い
て
そ
の
法
令
に
基
づ
き
」
及
び
「
も
の
と
さ
れ
る
」を
削
り
、

同
条
第
二
項
中
「
、
当
該
租
税
条
約
の
相
手
国
等
に
お
い
て
そ
の
法
令
に
基
づ
き
」
及
び
「
も
の
と
さ
れ
る
」
を
削

る
。第

四
条
第
一
項
中「（
資
産
の
譲
渡
に
よ
り
生
ず
る
収
益
で
所
得
税
法
の
施
行
地
に
そ
の
源
泉
が
あ
る
も
の
を
い

い
、
配
当
等
に
含
ま
れ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）」、「
、
当
該
相
手
国
等
に
お
い
て
そ
の
法
令
に
基
づ
き
」
及

び
「
も
の
と
さ
れ
る
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中「
、
当
該
租
税
条
約
の
相
手
国
等
に
お
い
て
そ
の
法
令
に
基
づ
き
」

及
び
「
も
の
と
さ
れ
る
」
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
、
当
該
相
手
国
等
に
お
い
て
そ
の
法
令
に
基
づ
き
」及
び「
も

の
と
さ
れ
る
」
を
削
る
。

第
五
条
の
二
第
一
項
中
「
第
五
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
五
条
の
二
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、同
条
第
三
項
中「
第

五
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
五
条
の
二
の
二
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
五
条
の
二
第
六
項
」
を
「
第

五
条
の
二
の
二
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
の
二
の
二
と
す
る
。

第
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
相
手
国
等
転
出
時
課
税
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
場
合
の
所
得
税
の
課
税
の
特
例
）

第
五
条
の
二

相
手
国
等
の
相
手
国
等
転
出
時
課
税
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
所
得
税
法
第
二
条
第
一
項
第
三
号
に

規
定
す
る
居
住
者
が
、
当
該
適
用
に
係
る
資
産
の
譲
渡（
同
法
第
六
十
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
譲
渡
を
い
う
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
未
決
済
信
用
取
引
等
（
同
法
第
六
十
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
未
決
済
信

用
取
引
等
を
い
い
、
当
該
相
手
国
等
に
お
け
る
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）

若
し
く
は
未
決
済
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
（
同
法
第
六
十
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
未
決
済
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引

を
い
い
、
当
該
相
手
国
等
に
お
け
る
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
決
済
を

し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
相
手
国
等
と
の
間
の
租
税
条
約
の
規
定
に
お
い
て
当
該
譲
渡
又
は
決
済
に
よ
る
所
得

に
つ
い
て
課
す
る
所
得
税
の
課
税
標
準
又
は
所
得
税
の
額
の
計
算
に
当
た
つ
て
当
該
適
用
を
受
け
た
こ
と
を
考
慮

す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
資
産
（
同
法
第
六
十
条
の
四
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
も
の
を
除

く
。）に
つ
い
て
は
同
法
第
六
十
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
外
国
転
出
時
課
税
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
有
価
証

券
等
と
、
当
該
未
決
済
信
用
取
引
等
又
は
未
決
済
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
（
同
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
も

の
を
除
く
。）に
つ
い
て
は
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
外
国
転
出
時
課
税
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
未
決
済
信
用
取

引
等
又
は
未
決
済
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
と
そ
れ
ぞ
れ
み
な
し
て
、
同
法
そ
の
他
所
得
税
に
関
す
る
法
令
の
規
定
を

適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
中
「
事
業
所
得
の
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
所
得
の
金
額
、

山
林
所
得
の
金
額
」
と
、「
を
し
た
も
の
と
み
な
し
て
当
該
譲
渡
に
係
る
」
と
あ
る
の
は
「
に
よ
る
所
得
に
相
当
す

る
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
を
し
た
も
の
と
み
な
し
て
算
出
さ
れ
た
」
と
あ
る
の
は
「
に
よ
る
」と
、「
相
当
す
る
」

と
あ
る
の
は
「
相
当
す
る
金
額
と
し
て
算
出
さ
れ
た
金
額
に
相
当
す
る
」
と
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
相
手
国
等
転
出
時
課
税
の
規
定
と
は
、
相
手
国
等
に
お
け
る
所
得
税
法
第
六
十
条
の
二
第
一

項
に
規
定
す
る
国
外
転
出
に
相
当
す
る
事
由
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
当
該
相
手
国
等
に
係
る
相
手
国
居
住
者
等
で

な
く
な
つ
た
場
合
に
当
該
相
手
国
等
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
そ
の
有
し
て
い
る
資
産
の
譲
渡
に
よ
る
所
得
又
は
そ

の
契
約
を
締
結
し
て
い
る
未
決
済
信
用
取
引
等
若
し
く
は
未
決
済
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
の
決
済
に
よ
る
所
得
に
相

当
す
る
所
得
に
つ
い
て
同
法
第
九
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
外
国
所
得
税
を
課
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
き

に
お
け
る
当
該
相
手
国
等
の
法
令
の
規
定
を
い
う
。

３

第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
六
条
の
二
第
二
項
中
「
、
当
該
租
税
条
約
の
相
手
国
等
に
お
い
て
そ
の
法
令
に
基
づ
き
」
及
び
「
も
の
と
さ
れ

る
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
、
当
該
相
手
国
等
に
お
い
て
そ
の
法
令
に
基
づ
き
」
及
び
「
も
の
と

さ
れ
る
」
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中「
、
当
該
租
税
条
約
の
相
手
国
等
に
お
い
て
そ
の
法
令
に
基
づ
き
」を
削
り
、「
な

つ
て
い
る
当
該
」
の
下
に
「
租
税
条
約
の
」
を
加
え
、「
も
の
と
さ
れ
る
」
を
削
る
。

（
電
子
計
算
機
を
使
用
し
て
作
成
す
る
国
税
関
係
帳
簿
書
類
の
保
存
方
法
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

電
子
計
算
機
を
使
用
し
て
作
成
す
る
国
税
関
係
帳
簿
書
類
の
保
存
方
法
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成

十
年
法
律
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
号
中
「
第
十
六
条
第
九
項
」
を
「
第
十
六
条
第
十
一
項
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
た
だ
し
、」の
下
に「
新
た
に
業
務
を
開
始
し
た
個
人
又
は
」

を
、「
一
部
が
、」の
下
に
「
そ
の
業
務
の
開
始
の
日
か
ら
同
日
以
後
五
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
又
は
」
を
、「
あ
る

と
き
は
、」の
下
に
「
そ
の
業
務
の
開
始
の
日
以
後
二
月
を
経
過
す
る
日
又
は
そ
の
」
を
加
え
る
。

（
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律

第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
を
削
る
。

第
十
条
の
二
第
一
項
中「
、
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
」の
下
に「（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）」

を
加
え
、
同
条
第
五
項
第
一
号
ヘ
中
「
ホ
に
」
を
「
ト
に
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
を
同
号
チ
と
し
、
同
号
ホ
を
同
号
ト

と
し
、
同
号
ニ
中
「
ハ
に
」
を
「
ニ
及
び
ホ
に
」
に
、「
百
分
の
二
十
五
（
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十

三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
取
得
又
は
建
設
を
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
百
分
の
十
七
）」を
「
百
分
の
十
七
」

に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
ヘ
と
し
、
同
号
ハ
を
同
号
ニ
と
し
、
同
号
ニ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ホ

建
物
及
び
そ
の
附
属
設
備
並
び
に
構
築
物
（
第
一
項
の
表
の
第
一
号
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
個
人
で
東
日
本

大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
地
方
公
共
団
体
（
同
欄
に
規
定
す
る
認

定
を
受
け
た
福
島
県
又
は
福
島
県
の
区
域
内
の
市
町
村
を
除
く
。）の
指
定
を
受
け
た
も
の
が
取
得
又
は
建
設


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